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サンドバイパス養浜 安倍川河道掘削土砂を運搬・投入

サンドリサイクル養浜
三保半島先端に堆積した土砂を運搬・投入

サンドバイパス
養浜

サンドリサイクル
養浜

安倍川仮置き土積込状況 盛土状況

掘削状況

海岸の侵食状況を確認し、
緊急性の高い箇所へ養浜を実施

Ｎ

１．清水海岸の侵食対策 3

盛土状況

土砂運搬状況

・清水海岸では侵食対策としてサンドバイパス養浜とサンドリサイクル養浜を実施している。



3号
2号

1号

3号 2号

滝
ヶ
原
川

蛇塚

駒越折戸

三保

増

旧三保飛行場

区間 消波堤区間下手 消波堤区間 ヘッドランド区間 離岸堤区間 モニタリング手法

主な

観点

・局所的な侵食の発生など、新たな危険箇所の早期発見
③定点写真撮影（高波前後）

④波浪観測（久能）

・養浜材採取の影響

・養浜材採取の問題点

・危険箇所の侵食状況

・ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙの効果

・危険箇所の侵食状況

・ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽの効果

・危険箇所の侵食状況

・養浜の効果
（特に砂浜回復域の進行）

①汀線・深浅測量

②空中写真撮影（垂直）

1号
5号

4号

L型
突堤

4号

年度 令和4年度 令和5年度

月 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

養浜

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

①汀線・深浅測量

②空中写真撮影

③定点写真撮影

④波浪観測（久能）

台風,低気圧等※

※：波高3m前後の台風と低気圧を記載した

9/29
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11/2
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12/13

台風2号,3号

・侵食対策の効果と影響を把握するため、区間毎に定めた観点に基づきモニタリングを実施した。

２．モニタリング内容と結果 4



有
義
波
高
(m)

有
義
波
周
期
(s)

0

5

10

15

20

R0119号
H1/3=9.86m
T1/3=14.9s

R0316号
H1/3=3.55m
T1/3=16.1s

R0210号
H1/3=3.65m
T1/3=12.7s

測量

R0414号
H1/3=3.81m
T1/3=12.6s
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R0214号
H1/3=2.85m
T1/3=13.5s

R0408号
H1/3=4.36m
T1/3=9.7s

R0415号
H1/3=2.83m
T1/3=7.7s

R0507号
H1/3=3.64m
T1/3=11.6s

(沖合距離：4,485m、設置水深：30m)

観測位置

【清水海岸の計画外力(50年確率波)】：沖波波高Ho=12.0m、周期To=17.0s （石廊崎測候所の観測データ(1976年から22年間)による）

【久能観測所の波高上位10波(2000(H12)年～2023(R5)年12月)】

・８月14日の台風７号来襲時に、久能観測所で有義波高3.64m、有義波周期11.6sを観測した。
・11月７日の低気圧時に、久能観測所で有義波高3.46m、有義波周期7.8sを観測した。

順位 気象要因 有義波高(m) 有義波周期(s) 波向
有義波高3m以上

の継続時間(時間)

1位 2017年台風21号 11.69 16.5 S 24.7

2位 2011年台風15号 10.11 12.4 欠測 27

3位 2019年台風19号 9.86 14.9 欠測 29.5

4位 2014年台風18号 9.31 15.1 S 8

5位 2013年台風26号 9.28 16.7 S 20

6位 2012年台風17号 8.40 13.7 S 8

7位 2002年台風21号 8.37 16.4 SSE 11

8位 2018年台風24号 8.37 13.9 S 10.7

9位 2009年台風18号 8.13 13.7 S 9

10位 2013年台風18号 7.97 13.1 S 19

―：有義波高 H1/3
―：有義波周期 T1/3【久能観測所波浪データ(2019(R1)年1月～2023(R5)年12月)】

低気圧
H1/3=3.46m
T1/3=7.8s

２．モニタリング内容と結果 －波浪の来襲状況（令和５年台風７号,11月低気圧）ー 5
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越波対策上の必要断面積A0
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不足砂浜幅

R05.11砂浜幅

目標砂浜幅B0

・設定した２つの指標に基づき、最新のモニタリング結果から次回の養浜実施箇所の優先度を決定した。
⇒必要砂浜幅と必要断面積がともに不足する３号ヘッドランド下手、４号消波堤下手の優先度が最も高い。
⇒１号突堤下手は養浜により必要砂浜幅を確保した状態を維持。

指標･･･ ①砂浜幅が必要砂浜幅に対し不足している箇所、②越波に対し海浜断面積が不足している箇所

優先度３

5号4号 3号 1号 4号 3号 2号 1号

測線No.

測線No.

①
砂

浜
幅
(m
)

②
海

浜
断
面

積
（
砕
波
水
深
以
浅
）
(m

2 )

R4年度ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ実施

消波堤

越波に対し不足する海浜断面積

目標砂浜幅に対して不足する砂浜幅

優先度２

②海浜断面積は、波の打上げ高算定の基礎となる砕波水深約17m※

～堤防間の断面積 （※消波施設測線は水深約10m）

消波堤区間 ヘッドランド区間
養浜の優先度が高い箇所

優先度３

R4年度ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ実施

②海浜断面積は、波の打上げ高算定の基礎
となる砕波水深約19m～堤防間の断面積

優先度２優先度２

R4年度ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ実施

既設
Ｌ型突堤

1号
突堤2号

消波堤により
越波防護される

優先度２

消波工により
越波防護される

R4年度
ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ実施

優先度１
優先度２

養浜の優先度が高い箇所

越波に対し必要な海浜断面積

優先度３

集中養浜により必要砂浜幅を
確保した状態を維持

押土養浜により必要砂浜幅を
確保した状態を維持

優先度２優先度２ 優先度２

優先度１

２．モニタリング内容と結果 ー養浜箇所の優先度検討ー 6



3号

2号

1号

4号

消波堤
区間

ヘッドランド区間
1号3号 2号

4号

5号

Ｌ
型
突
堤

滝
ヶ
原
川

旧飛行場前面の堆積域からのｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ養浜
計画：５万m3以上

養浜量は令和６年度の計画量

増・蛇塚

折戸

三保

離岸堤区間

旧三保飛行場
令和５年度の事業実施状況と令和６年度の事業予定一覧

１号突堤下手の対策

消波堤区間(三保) ヘッドランド区間(駒越・折戸・三保) 離岸堤区間(増・蛇塚)

養
浜

R５実施
■ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ養浜2.3万m3＋α(実施中) ■ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜2.9万m3＋α(実施中) ■ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜0.8万m3

■ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜3.3万m3(実施中)

R６計画
■養浜８万m3以上
(ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ養浜５万＋αm3)

■ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜８万m3以上

施
設

R５実施
■２号新堤の検討(実施中)
■散乱ブロック撤去(完了)

■散乱ブロック撤去(完了) ■散乱ブロック撤去(完了)

R６計画
■１号突堤下手の対策
⇒養浜(ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ+必要に応じてｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ)

■２号新堤の検討
－ －

1号突堤

離岸堤区間

駒越

安倍川からのｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ養浜
計画：８万m3以上

消波堤区間

※消波堤区間の養浜８万m3については、２号新堤整備と併せた対策として第７回フォローアップ会議において決定されたが、
養浜材確保の内訳については、令和６年度以降も検討事項となっている。

ヘッドランド区間
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３．令和６年度の対策の実施予定 7

・令和６年度は、計画のサンドバイパス養浜、サンドリサイクル養浜、１号突堤下手の対策を実施する予定。



・羽衣の松周辺から視認性が高い１号・２号消波堤の景観改善を優先的に実施

短期対策

・２号消波堤から下手側の海浜変形等をモニタリングしながら対策を順次検討
・【３・４号消波堤】短期対策の効果を検証して対策内容を再検討

中期対策

・安倍川などからの供給土砂のみにより砂浜が維持される、施設に頼らない海岸の実現を目指す
・サンドボディの進行状況や海浜形状等を踏まえて、養浜量を順応的に見直し

長期対策

・長期対策の目標は、安倍川からの土砂供給のみで砂浜が維持されていた侵食前の姿に回復させることであり、砂浜
が回復するまでの間、短期対策、中期対策を段階的に実施する。

現在実施中

３号消波堤

１号消波堤
（撤去）

１号突堤

養浜２万㎥/年

構造物の設置位置案
必要浜幅80mライン
当初計画時の構造物

当初計画20年後の予測汀線
1998年（侵食前）汀線
10年後の計算汀線

2020年深浅測量成果

2020.11撮影オルソ画像

４．三保地区の景観改善対策の状況 8

施工予定
R８～R12

施工予定
R４～R７

撤去実施中
R１～

撤去予定
R13～




